セツルメント・隣保事業の経済的事業と協同組合 by 柴田 謙治 & Kenji SHIBATA
― 1 ―
セツルメント・隣保事業の経済的事業と協同組合

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































力 と 自 由」岩 波 書 店（Amartya Sen “Inequality 
Reexamined”）
瀬邊惠信（1932＝昭和7）「極貧者の消費組合につ
いて」『社会福利』第16巻第4号
柴田謙治（2017＝平成29）「戦前の日本における
セツルメント・隣保事業の定義，目的と人権思
想」金城学院大学論集（社会科学編）第14巻第
1号
柴田謙治（2018a＝平成30）「戦前の日本における
セツルメント・隣保事業の対象と運営主体，実
践方法をめぐる議論」金城学院大学論集（社会
科学編）第14巻第2号
柴田謙治（2018b＝平成30）「大林宗嗣と志賀志那
人のセツルメント論―教育という方向と協同組
合という方向」金城学院大学論集（社会科学編）
第15巻第1号
竹中竹（1930＝昭和5）「日本における隣保事業は」
『社会事業』第14巻第3号
田中法善（1935＝昭和10）「総合的社会施設とし
ての隣保事業」『社会事業』第19巻第3号
谷川貞夫（1930＝昭和5）「その基調を教育運動と
協同組合とに置きたい」『社会事業』第14巻第3
号
上野光規（1935＝昭和10）「都市隣保事業の趨向」
『社会事業研究』第23巻第2号（復刻版第1刷，
1976年，文京出版）
吉田源治郎（1930＝昭和5）「セッツルメント事業
の対象」『社会事業』第14巻第3号
「隣保事業座談会」（1929＝昭和4）『社会福利』第
13巻第12号
「隣保事業座談会」（1936＝昭和11）『社会福利』
第20巻第12号
注
1 ）この段落の文章は，柴田謙治（2018a）の「は
じめに」の記述と同一である．柴田謙治（2017）
で得られた新たな知見を要約するとこのような
文章になるため，やむを得ず同一の記述を使用
した．
2 ）この段落の文章は，柴田謙治（2018a）の「終
わりに」の記述と同一である．柴田謙治（2018a）
で得られた新たな知見を要約するとこのような
文章になるため，やむを得ず同一の記述を使用
した．
